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１ はじめに 

 相原高等学校は，1922年に「県立農蚕学校」と

して設立され，2023 年に創立 100 年を迎えます。

2019年４月には，リニア中央新幹線神奈川県駅（仮

称）の建設に伴い，長年慣れ親しんだ橋本駅前か

ら南西へ 1.5km 地点にある現校地に移転しました。 

 相原高等学校の特徴は，農業科と商業科が併設

された専門高校という点にあります。子ども達は，

自然豊かな学校環境の中で，実践的な授業に取り

組み，日々伸びのびと学んでいます。 

 学校の長い歴史に対して，私たち相原高等学校

のＰＴＡの歴史は新しく，2011年に組織されまし

た。現在，①本部，②学級委員会，③広報委員会，

④成人委員会，⑤交通安全委員会の５つの組織に

よって構成されています。 

 今回の一連の取組みに際し，私たち相原高等学

校ＰＴＡは，「Ａｉ❤ｈａｒａ 〜愛あるサポート 

未来に向けて〜」というテーマを掲げました。こ

のテーマには，100周年という節目に向けて，これ

までのＰＴＡ活動を振返り，これからのＰＴＡ活

動を，子ども達と一緒に考えていきたいという願

いを込めています。今回の発表では，これまでの

取り組み成果をまとめ報告しました。 

 

相原高等学校の紹介については，

こちらのＱＲコードをご覧下さい。 

 

 

２ 「愛あるサポート」を目指して  

― 子ども達へのアンケートから 

 私たち相原高等学校ＰＴＡでは，子ども達と今

後の活動を考えていくことに先立ち，２・３年生

を対象として，ＰＴＡ活動の認知度について，ア

ンケートを実施しました。アンケートの結果から

は，次の２点が明らかになりました。まず，ＰＴＡ

全体で行う活動，特に，「文化祭サポート活動」で

は，認知度が高いという結果になりました。一方

で，各委員会が個別に行う活動について，認知度

が低いということが明らかになりました。 

 

３ 「未来に向けて」の試みとして 

― 子ども達との座談会から 

 アンケート結果を踏まえ，私たち相原高等学校

ＰＴＡでは，子ども達との座談会を実施し，これ

からのＰＴＡ活動の進め方について一緒に考えま

した。 

 第１に，認知度が高かった「文化祭サポート活

動」をより充実させるため，文化祭実行委員長の

生徒さんをお呼びしました。文化祭実行委員長さ

んから，「生徒だけでは無理なところに，大人がい

てくれて心強かった。また，困ったときにＰＴＡ

の方が対応してくれて助かった。」という感謝の

言葉をもらいました。ＰＴＡでは，今後も文化祭

において，子ども達が最大限楽しめるよう「愛あ

るサポート」を続けていくことを約束しました。 

 第２に，生徒会との座談会を実施しました。こ

の座談会では，ＰＴＡ活動を子ども達にＰＲする

方法を一緒に考えました。子ども達は，日頃の学

習成果を踏まえた数多くのアイディアを出してく

れました。私たちは，その中から「相原高等学校Ｐ

ＴＡのロゴを作り，活動をＰＲする」という意見

を取入れ，新たに「ＰＴＡロゴ」を作成しました。 

 以上の子ども達との対話からは，子ども達と共

に歩むＰＴＡ活動のあり方を再認識しました。ま

た，今回作成した「ロゴ」は，相原高等学校ＰＴＡ

の新しい財産として活用していきたいと思います。 

 

相原高等学校ＰＴＡの発表内容

については，こちらのＱＲコード

をご覧下さい。 


